
(57)【要約】

【課題】　視聴者の心理状態を推定し、最適な状態で映

像や音響を再生することが可能な再生装置を提供する。

【解決手段】　映像信号および音響信号の少なくとも一

方を再生する再生手段３６と、視聴者の複数の生体情報

をそれぞれ計測して複数のアナログ生体信号を出力する

複数の生体情報センサ１１～１５とを設ける。複数のア

ナログ生体信号の測定値と、その初期値あるいは標準値

とから視聴者の心理状態およびその強度を推定する回路

２０と、再生手段３６により再生される映像信号および

音響信号の少なくとも一方を、推定する回路２０の推定

結果により変化させる手段２６とを設ける。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 対 象 者 の 複 数 の 生 体 情 報 を そ れ ぞ れ 計 測 し て 複 数 の ア ナ ロ グ 生 体 信 号 を 出 力 す る 複 数 の
生 体 情 報 セ ン サ と 、
　 上 記 複 数 の ア ナ ロ グ 生 体 信 号 の 測 定 値 と 、 そ の 初 期 値 あ る い は 標 準 値 と か ら 上 記 対 象 者
の 心 理 状 態 お よ び そ の 強 度 を 推 定 す る 回 路 と
　 を 有 す る 生 体 情 報 の 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 処 理 装 置 に お い て 、
　 上 記 複 数 の ア ナ ロ グ 生 体 信 号 の 少 な く と も １ つ が 、 上 記 対 象 者 の 呼 吸 、 脈 拍 あ る い は 筋
電 の 信 号 で あ る
　 よ う に し た 生 体 情 報 の 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 処 理 装 置 に お い て 、
　 上 記 対 象 者 の 心 理 状 態 が 、 そ の 対 象 者 の 情 動 、 気 分 、 覚 醒 度 お よ び 感 情 価 の 少 な く と も
１ つ で あ る
　 よ う に し た 生 体 情 報 の 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 処 理 装 置 に お い て 、
　 上 記 複 数 の 生 体 情 報 セ ン サ の 少 な く と も １ つ が 上 記 対 象 者 に 装 着 さ れ る タ イ プ の セ ン サ
で あ る
　 よ う に し た 生 体 情 報 の 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 映 像 音 響 再 生 装 置 に お い て 、
　 上 記 複 数 の 生 体 情 報 セ ン サ の 少 な く と も １ つ が 上 記 対 象 者 の 身 体 と 非 接 触 で 計 測 を 行 う
タ イ プ の セ ン サ で あ る
　 よ う に し た 生 体 情 報 の 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 映 像 信 号 お よ び 音 響 信 号 の 少 な く と も 一 方 を 再 生 す る 再 生 手 段 と 、
　 視 聴 者 の 複 数 の 生 体 情 報 を そ れ ぞ れ 計 測 し て 複 数 の ア ナ ロ グ 生 体 信 号 を 出 力 す る 複 数 の
生 体 情 報 セ ン サ と 、
　 上 記 複 数 の ア ナ ロ グ 生 体 信 号 の 測 定 値 と 、 そ の 初 期 値 あ る い は 標 準 値 と か ら 上 記 視 聴 者
の 心 理 状 態 お よ び そ の 強 度 を 推 定 す る 回 路 と 、
　 上 記 再 生 手 段 に よ り 再 生 さ れ る 映 像 信 号 お よ び 音 響 信 号 の 少 な く と も 一 方 を 、 上 記 推 定
す る 回 路 の 推 定 結 果 に よ り 変 化 さ せ る 手 段 と
　 を 有 す る 映 像 音 響 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 映 像 音 響 再 生 装 置 に お い て 、
　 上 記 複 数 の 生 体 情 報 セ ン サ の 少 な く と も １ つ が 上 記 視 聴 者 に 装 着 さ れ る タ イ プ の セ ン サ
で あ る
　 よ う に し た 映 像 音 響 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 映 像 音 響 再 生 装 置 に お い て 、
　 上 記 複 数 の 生 体 情 報 セ ン サ の 少 な く と も １ つ が 上 記 視 聴 者 の 身 体 と 非 接 触 で 計 測 を 行 う
タ イ プ の セ ン サ で あ る
　 よ う に し た 映 像 音 響 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 映 像 音 響 再 生 装 置 に お い て 、
　 上 記 複 数 の 生 体 情 報 セ ン サ の １ つ は 、 上 記 視 聴 者 の 表 情 、 音 声 、 体 動 、 呼 吸 、 心 拍 数 、
発 汗 、 皮 膚 表 面 温 度 、 Ｍ Ｖ 、 心 電 、 筋 電 、 血 中 酸 素 飽 和 度 、 皮 膚 抵 抗 値 、 瞬 目 お よ び 眼 球
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運 動 の 少 な く と も １ つ を 計 測 す る セ ン サ で あ る
　 よ う に し た 映 像 音 響 再 生 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 映 像 音 響 再 生 装 置 に お い て 、
　 上 記 視 聴 者 の 心 理 状 態 と し て 、 そ の 視 聴 者 の 情 動 、 気 分 、 覚 醒 度 お よ び 感 情 価 の 少 な く
と も １ つ を 推 定 す る
　 よ う に し た 映 像 音 響 再 生 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 映 像 音 響 再 生 装 置 に お い て 、
　 上 記 覚 醒 度 を 、 上 記 視 聴 者 の 心 拍 数 、 呼 吸 数 お よ び 脈 拍 数 の 少 な く と も １ つ の 変 動 か ら
判 断 す る
　 よ う に し た 映 像 音 響 再 生 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 映 像 音 響 再 生 装 置 に お い て 、
　 上 記 感 情 価 を 、 上 記 視 聴 者 の 表 情 お よ び 筋 電 の 少 な く と も １ つ の 変 化 か ら 判 断 す る
　 よ う に し た 映 像 音 響 再 生 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 映 像 音 響 再 生 装 置 に お い て 、
　 上 記 映 像 信 号 あ る い は 上 記 音 響 信 号 の 少 な く と も 一 方 を 変 化 さ せ る 手 段 が 、 そ の 信 号 の
再 生 速 度 、 音 量 、 色 お よ び コ ン テ ン ツ の 少 な く と も １ つ を 変 化 さ せ る
　 よ う に し た 映 像 音 響 再 生 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 映 像 音 響 再 生 装 置 に お い て 、
　 上 記 生 体 情 報 、 こ の 生 体 情 報 に 基 づ い て 変 化 さ せ た 音 響 信 号 お よ び 上 記 映 像 信 号 の 少 な
く と も １ つ を 記 録 す る た め の 記 録 手 段 を 有 す る 。
　 よ う に し た 映 像 音 響 再 生 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 映 像 音 響 再 生 装 置 に お い て 、
　 上 記 記 録 手 段 が 、 光 デ ィ ス ク 、 光 磁 気 デ ィ ス ク 、 磁 気 テ ー プ 、 ハ ー ド デ ィ ス ク 、 半 導 体
メ モ リ お よ び Ｉ Ｃ カ ー ド の い ず れ か で あ る
　 よ う に し た 映 像 音 響 再 生 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 映 像 音 響 再 生 装 置 に お い て 、
　 上 記 光 デ ィ ス ク が 、 Ｃ Ｄ 、 Ｃ Ｄ － Ｒ 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｗ 、 Ｍ Ｄ 、 Ｄ Ｖ Ｄ ± Ｒ 、 Ｄ Ｖ Ｄ ± Ｒ Ｗ 、
Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ お よ び ブ ル ー レ イ デ ィ ス ク の い ず れ か で あ る
　 よ う に し た 映 像 音 響 再 生 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 ６ な い し 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 映 像 音 響 再 生 装 置 に お い て 、
　 上 記 生 体 情 報 に よ り 映 像 信 号 お よ び 上 記 音 響 信 号 の 少 な く と も 一 方 に 変 化 を 与 え る 機 能
の 禁 止 ・ 許 可 を ユ ー ザ が 選 択 で き る
　 よ う に し た 映 像 音 響 再 生 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 生 体 情 報 の 処 理 装 置 お よ び 映 像 音 響 再 生 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 人 の 生 体 情 報 か ら 心 理 状 態 を 推 定 し 、 バ イ オ フ ィ ー ド バ ッ ク や ユ ー ザ イ ン タ ー フ
ェ イ ス に 利 用 す る 試 み が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 例 え ば 、 人 の 表 情 か ら 心 理 状 態 を 推 定 す る 方 法 が あ る 。 こ の 方 法 で は 、 ビ デ オ カ メ ラ に
よ り 対 象 者 の 表 情 を 撮 影 し 、 こ れ を あ ら か じ め デ ー タ ベ ー ス に 蓄 え ら れ て い る 表 情 パ タ ー
ン や 顔 の 筋 肉 の 動 き の パ タ ー ン と 比 較 す る こ と に よ り 、 心 理 状 態 を 「 笑 い 、 怒 り 、 悲 し み
、 困 惑 、 驚 き 」 に 分 類 し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ お よ び ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 脈 拍 数 （ 脈 拍 に は 、 心 拍 を 含 む ） の 変 動 か ら 心 理 状 態 を 推 定 す る 方 法 も あ り 、 対
象 者 の 身 体 に 心 電 位 検 出 手 段 や 脈 拍 セ ン サ を 装 着 し て 脈 拍 数 を 測 定 し 、 そ の 変 動 か ら 対 象
者 の 緊 張 度 あ る い は 感 情 の 変 化 を 検 出 す る よ う に し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ お よ び ４
参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 さ ら に 、 光 血 流 量 、 心 電 、 皮 膚 電 気 活 動 、 皮 膚 温 度 な ど の 複 数 の 生 理 信 号 か ら 心 理 状 態
を 推 定 す る 方 法 も あ る 。 こ の 場 合 に は 、 対 象 者 の 身 体 に 腕 時 計 型 の セ ン サ を 装 着 し て 光 血
流 量 、 心 電 、 皮 膚 電 気 活 動 、 皮 膚 温 度 を 測 定 す る と と も に 、 そ の 測 定 結 果 か ら そ れ ぞ れ の
指 標 の 特 徴 を 抽 出 し た 特 徴 ベ ク ト ル を 生 成 す る 。 そ し て 、 こ の 特 徴 ベ ク ト ル と 、 あ ら か じ
め デ ー タ ベ ー ス に 蓄 え ら れ て い る 複 数 の 情 緒 状 態 値 と を 比 較 す る こ と に よ り 、 心 理 状 態 を
「 喜 び 、 安 堵 、 満 足 、 落 ち 着 き 、 増 長 、 悲 し み 、 不 満 、 怒 り 、 驚 き 、 恐 怖 、 憂 鬱 、 ス ト レ
ス 」 な ど に 分 類 し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ５ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ し て 、 上 記 の よ う な 心 理 状 態 を 推 定 で き れ ば 、 例 え ば 機 器 の 操 作 が 困 難 な 病 人 で あ っ
て も 、 そ の と き の 心 理 状 態 に 応 じ た 適 切 な 環 境 を 自 動 的 に 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 な お 、 上 記 の 文 献 は 以 下 の と お り で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ３ － ２ ５ ２ ７ ７ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ７ ６ ４ ２ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ７ － ３ ２ ３ １ ６ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ３ ９ １ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ １ ２ ９ ６ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し 、 上 述 の 方 法 に よ り 心 理 状 態 を 推 定 し よ う と し て も 、 こ れ が 困 難 な こ と が 多 い 。
例 え ば 、 表 情 を 利 用 す る 場 合 に は 、 「 驚 き 」 と 「 困 惑 」 な ど の よ う に 分 類 の 難 し い も の が
あ る 。 ま た 、 覚 醒 度 （ arousal） の 高 い 状 態 で は 、 感 情 価 （ valence） が 正 に 高 い と き （ 快
の と き ） と 、 負 に 高 い と き （ 不 快 の と き ） と で 、 脈 拍 数 は 同 様 の 変 化 を 示 す こ と が 知 ら れ
て い る 。 し た が っ て 、 脈 拍 数 か ら 感 情 価 を 推 定 す る 場 合 に は 、 覚 醒 度 の 高 い 状 態 で は 誤 り
を 生 じ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 上 述 の 推 定 方 法 で は 、 生 体 情 報 か ら 心 理 状 態 を 分 類 す る こ と に 主 眼 が 置 か れ て
い る の で 、 例 え ば 「 非 常 に 快 適 で あ る 」 、 「 少 し 快 適 で あ る 」 の よ う に 、 心 理 状 態 の 強 度
を 測 定 す る 点 に つ い て は 十 分 に は 考 慮 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 発 明 は 、 以 上 の よ う な 点 に か ん が み 、 複 数 の 生 体 情 報 を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、
対 象 者 の 心 理 状 態 と そ の 強 度 と を 推 定 で き る 装 置 を 提 供 し よ う と す る も の で あ る 。 ま た 、
そ の 推 定 結 果 に よ り 、 対 象 者 の 心 理 状 態 に 最 適 な 映 像 や 音 響 な ど の 環 境 を 提 供 し よ う と す
る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 発 明 に お い て は 、
　 映 像 信 号 お よ び 音 響 信 号 の 少 な く と も 一 方 を 再 生 す る 再 生 手 段 と 、
　 視 聴 者 の 複 数 の 生 体 情 報 を そ れ ぞ れ 計 測 し て 複 数 の ア ナ ロ グ 生 体 信 号 を 出 力 す る 複 数 の
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生 体 情 報 セ ン サ と 、
　 上 記 複 数 の ア ナ ロ グ 生 体 信 号 の 測 定 値 と 、 そ の 初 期 値 あ る い は 標 準 値 と か ら 上 記 視 聴 者
の 心 理 状 態 お よ び そ の 強 度 を 推 定 す る 回 路 と 、
　 上 記 再 生 手 段 に よ り 再 生 さ れ る 映 像 信 号 お よ び 音 響 信 号 の 少 な く と も 一 方 を 、 上 記 推 定
す る 回 路 の 推 定 結 果 に よ り 変 化 さ せ る 手 段 と
　 を 有 す る 映 像 音 響 再 生 装 置
と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の 生 体 情 報 セ ン サ か ら 得 ら れ る 複 数 の 生 体 情 報 を 利 用 し て 、 対
象 者 の 覚 醒 度 お よ び 感 情 価 を 算 出 し て い る の で 、 対 象 者 の 心 理 状 態 と そ の 強 度 を 推 定 す る
こ と が で き る 。 ま た 、 そ の 推 定 結 果 に よ り 対 象 者 の 心 理 状 態 に 最 適 な 状 態 で 映 像 や 音 響 な
ど を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 発 明 に お い て は 、 各 種 の 生 体 情 報 セ ン サ に よ り 対 象 者 の 生 体 状 態 を 測 定 し 、 そ の 生
体 信 号 か ら そ の と き の 対 象 者 の 心 理 状 態 を 表 す 指 標 と し て 覚 醒 度 お よ び 感 情 価 を 求 め 、 こ
れ ら の 値 に 応 じ て 対 象 者 の 環 境 に 変 化 を 与 え る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 〔 １ 〕 　 映 像 音 響 再 生 装 置 の 例
　 図 １ は こ の 発 明 を 映 像 音 響 再 生 装 置 に 適 用 し た 場 合 の 一 例 を 示 す 。 こ の 映 像 音 響 再 生 装
置 は 、 対 象 者 の 覚 醒 度 お よ び 感 情 価 の 値 に 応 じ て 再 生 さ れ る 映 像 や 音 響 を 制 御 す る も の で
あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の た め 、 映 像 音 響 再 生 装 置 は 、 視 聴 者 か ら 非 接 触 で 生 体 情 報 を 取 得 す る 非 接 触 型 の 生
体 情 報 セ ン サ と し て 、 こ の 例 に お い て は 、 サ ー モ グ ラ フ ィ １ １ お よ び ビ デ オ カ メ ラ １ ２ を
有 し 、 こ れ ら の 出 力 が 生 体 情 報 解 析 回 路 １ ６ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 場 合 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 サ ー モ グ ラ フ ィ １ １ は 視 聴 者 の 顔 の 表 面 温 度 を 測 定 し 、
こ の 測 定 結 果 を 生 体 情 報 解 析 回 路 １ ６ が 解 析 し て 鼻 孔 お よ び 末 梢 部 の 温 度 の 時 間 変 化 か ら
呼 吸 お よ び 脈 拍 の 変 化 を 間 接 的 に 求 め る 。 ま た 、 ビ デ オ カ メ ラ １ ２ は 視 聴 者 の 顔 を 撮 影 し
、 生 体 情 報 解 析 回 路 １ ６ は 、 ビ デ オ カ メ ラ １ ２ の 出 力 か ら 頬 、 眉 間 、 額 な ど の あ ら か じ め
設 定 し た 点 の 変 位 量 を 求 め る 。 つ ま り 、 視 聴 者 の 頬 骨 筋 や 皺 眉 筋 な ど が 伸 縮 す る と 、 頬 、
眉 間 、 額 な ど に 設 定 し た 点 が 変 位 す る の で 、 そ の 変 位 量 か ら 筋 肉 の 伸 縮 量 を 知 る こ と が で
き 、 そ の 結 果 、 筋 電 を 間 接 的 に 測 定 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 映 像 音 響 再 生 装 置 は 、 視 聴 者 の 身 体 に 装 着 さ れ て 生 体 情 報 を 取 得 す る 接 触 型 の
生 体 情 報 セ ン サ と し て 、 こ の 例 に お い て は 、 呼 吸 セ ン サ １ ３ 、 脈 拍 セ ン サ １ ４ お よ び 筋 電
セ ン サ １ ５ を 有 し 、 こ れ ら の 出 力 も 生 体 情 報 解 析 回 路 １ ６ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 場 合 、 呼 吸 セ ン サ １ ３ は 、 視 聴 者 の 胸 あ る い は 腹 に 装 着 さ れ 、 脈 拍 セ ン サ １ ４ は 視
聴 者 の 指 先 に 装 着 さ れ 、 生 体 情 報 解 析 回 路 １ ６ は 、 セ ン サ １ ３ 、 １ ４ の 出 力 か ら 視 聴 者 の
呼 吸 お よ び 脈 拍 の 変 化 を 求 め る 。 ま た 、 筋 電 セ ン サ １ ５ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 視 聴 者 の
頬 、 眉 間 、 額 に 装 着 さ れ た 電 極 で あ り 、 生 体 情 報 解 析 回 路 １ ６ は 、 筋 電 セ ン サ １ ５ の 出 力
か ら 筋 電 を 求 め 、 活 動 部 位 、 振 幅 の 大 き さ お よ び そ の 変 化 量 を 求 め る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 な お 、 セ ン サ １ １ ～ １ ５ お よ び そ の セ ン サ 出 力 は 、 視 聴 者 の 視 聴 状 況 、 測 定 条 件 、 測 定
環 境 な ど に 応 じ て 適 切 な も の だ け を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 、 生 体 情 報 解 析 回 路 １ ６ の 解 析 結 果 が 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ ２ ０ に 供 給 さ れ て
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視 聴 者 の 覚 醒 度 お よ び 感 情 価 が 算 出 さ れ 、 そ の 結 果 に し た が っ て 映 像 お よ び 音 響 が 適 切 に
再 生 さ れ る 。 す な わ ち 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ ２ ０ は 、 プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る Ｃ Ｐ Ｕ ２ １
と 、 各 種 の プ ロ グ ラ ム の 書 き 込 ま れ た Ｒ Ｏ Ｍ ２ ２ と 、 ワ ー ク エ リ ア 用 の Ｒ Ａ Ｍ ２ ３ と を 有
し 、 こ れ ら が シ ス テ ム バ ス ２ ９ を 通 じ て 互 い に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 場 合 、 Ｒ Ｏ Ｍ ２ ２ に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ２ １ が 実 行 す る プ ロ グ ラ ム の 一 部 と し て 、 例 え ば 図
４ に 示 す よ う な ル ー チ ン １ ０ ０ も 用 意 さ れ る 。 こ の ル ー チ ン １ ０ ０ の 詳 細 に つ い て は 後 述
す る が 、 ル ー チ ン １ ０ ０ は 、 視 聴 者 の 生 体 情 報 に 基 づ い て 視 聴 者 が 映 像 や 音 響 を 心 地 よ く
感 じ る よ う に 、 映 像 信 号 あ る い は 音 響 信 号 を 制 御 す る た め の も の で あ る 。 な お 、 図 ４ に お
い て は 、 ル ー チ ン １ ０ ０ は 、 こ の 発 明 に 関 係 す る 部 分 だ け を 抜 粋 し て 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 さ ら に 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ ２ ０ は 、 大 容 量 の 記 録 装 置 と し て ハ ー ド デ ィ ス ク 装 置 ２
４ と 、 キ ー ボ ー ド や マ ウ ス な ど の ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ イ ス ２ ５ と を 有 し 、 こ れ ら も シ ス テ
ム バ ス ２ ９ に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 映 像 信 号 お よ び 音 響 信 号 の 信 号 源 と し て 、 こ の 例 に
お い て は 、 Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー ヤ ３ ６ が 用 意 さ れ 、 こ の Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー ヤ ３ ６ は 、 映 像 音 響 制 御 回
路 ２ ７ を 通 じ て シ ス テ ム バ ス ２ ９ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 場 合 、 映 像 音 響 制 御 回 路 ２ ６ は 、 Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー ヤ ３ ６ に よ り 再 生 さ れ た 映 像 信 号 を
制 御 し て 表 示 さ れ る 映 像 の 状 態 、 例 え ば コ ン ト ラ ス ト 、 明 る さ 、 色 相 、 色 飽 和 度 な ど を 変
更 す る と と も に 、 Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー ヤ ３ ６ の 再 生 速 度 な ど も 制 御 す る も の で あ る 。 さ ら に 、 映
像 音 響 制 御 回 路 ２ ６ は 、 Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー ヤ ３ ６ に よ り 再 生 さ れ た 音 響 信 号 を 制 御 し て 再 生 さ
れ る 音 響 の 音 量 、 周 波 数 特 性 、 残 響 な ど を 制 御 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 シ ス テ ム バ ス ２ ９ に は 表 示 制 御 回 路 ２ ７ を 通 じ て デ ィ ス プ レ イ ３ ７ が 接 続 さ れ 、
映 像 音 響 制 御 回 路 ２ ６ か ら 出 力 さ れ た 映 像 信 号 が 表 示 制 御 回 路 ２ ７ に よ り 表 示 用 の 信 号 に
変 換 さ れ 、 こ の 表 示 信 号 が デ ィ ス プ レ イ ３ ７ に 供 給 さ れ る 。 さ ら に 、 シ ス テ ム バ ス ２ ９ に
は 音 響 処 理 回 路 ２ ８ が 接 続 さ れ 、 こ の 処 理 回 路 ２ ８ を 通 じ て ス ピ ー カ ３ ８ に 音 響 信 号 が 供
給 さ れ る と と も に 、 マ イ ク ロ フ ォ ン ３ ９ か ら の 音 響 信 号 が 音 響 処 理 回 路 ２ ８ を 通 じ て マ イ
ク ロ コ ン ピ ュ ー タ ２ ０ に 取 り 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 こ の 装 置 や 他 の 同 様 の 装 置 に よ り 測 定 し た 視 聴 者 の 生 体 情 報 や デ ー タ を そ れ ら
の 装 置 と の 間 で や り と り す る た め 、 送 受 信 回 路 ３ １ お よ び 通 信 回 路 ３ ２ が シ ス テ ム バ ス ２
９ に 接 続 さ れ 、 通 信 回 路 ３ ２ は 他 の ネ ッ ト ワ ー ク 、 例 え ば イ ン タ ー ネ ッ ト ４ ０ に 接 続 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う な 構 成 に お い て 、 ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ イ ス ２ ５ を 操 作 す る と 、 Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー ヤ
３ ６ に よ り 映 像 信 号 お よ び 音 響 信 号 が 再 生 さ れ 、 そ の 映 像 信 号 が 、 映 像 音 響 制 御 回 路 ２ ６
お よ び 表 示 制 御 回 路 ２ ７ を 通 じ て デ ィ ス プ レ イ ３ ７ に 供 給 さ れ て 映 像 が 表 示 さ れ る と と も
に 、 音 響 信 号 が 、 映 像 音 響 制 御 回 路 ２ ６ お よ び 音 響 処 理 回 路 ２ ８ を 通 じ て ス ピ ー カ ３ ８ に
供 給 さ れ て 音 響 が 再 生 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 、 こ の と き 、 Ｃ Ｐ Ｕ ２ １ に よ り ル ー チ ン １ ０ ０ が 実 行 さ れ て 、 デ ィ ス プ レ イ ３ ７
の 映 像 お よ び ス ピ ー カ ３ ８ の 音 響 に 対 す る 視 聴 者 の 覚 醒 度 お よ び 感 情 価 が 算 出 さ れ 、 こ の
算 出 結 果 に よ り 、 視 聴 者 が 映 像 や 音 響 を 心 地 よ く 感 じ る よ う に 、 そ の 映 像 お よ び 音 響 が 制
御 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 す な わ ち 、 ル ー チ ン １ ０ ０ が 実 行 さ れ る と 、 ス テ ッ プ １ ０ １ に お い て 、 生 体 情 報 解 析 回
路 １ ６ か ら 、 セ ン サ １ １ ～ １ ５ に よ り 測 定 さ れ た 生 体 情 報 が マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ ２ ０ に
取 り 込 ま れ 、 次 に ス テ ッ プ １ ０ ２ に お い て ス テ ッ プ １ ０ １ に よ り 取 り 込 ま れ た 生 体 情 報 か
ら 覚 醒 度 お よ び 感 情 価 が 算 出 さ れ る 。 こ の 算 出 方 法 に つ い て は 、 〔 ２ 〕 に よ り 後 述 す る が
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、 そ れ ぞ れ 正 お よ び 負 の 極 性 を 取 り 得 る ア ナ ロ グ 値 と し て 算 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 続 い て 、 処 理 は ス テ ッ プ １ ０ ３ に 進 み 、 こ の ス テ ッ プ １ ０ ３ に お い て 、 ス テ ッ プ １ ０ ２
に よ り 算 出 さ れ た 覚 醒 度 お よ び 感 情 価 の 極 性 が 判 別 さ れ 、 そ の 極 性 の 組 み 合 わ せ に し た が
っ て 処 理 が 分 岐 さ れ る 。 す な わ ち 、 覚 醒 度 が 正 お よ び 負 の 値 を 取 り 得 る と と も に 、 感 情 価
も 正 お よ び 負 の 値 を 取 り 得 る の で 、 覚 醒 度 お よ び 感 情 価 を ２ 次 元 の 座 標 に よ り 表 現 す る と
、 図 ５ に 示 す よ う に な り 、 こ の と き 、
　 領 域 １ は 、 覚 醒 度 ＞ ０ 、 か つ 、 感 情 価 ＞ ０ （ 覚 醒 度 が 高 く 、 心 地 よ い ）
　 領 域 ２ は 、 覚 醒 度 ＞ ０ 、 か つ 、 感 情 価 ＜ ０ （ 覚 醒 度 が 高 い が 、 不 快 で あ る ）
　 領 域 ３ は 、 覚 醒 度 ＜ ０ 、 か つ 、 感 情 価 ＞ ０ （ 覚 醒 度 が 低 く い が 、 心 地 よ い ）
　 領 域 ４ は 、 覚 醒 度 ＜ ０ 、 か つ 、 感 情 価 ＜ ０ （ 覚 醒 度 が 低 く 、 不 快 で も あ る ）
と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ こ で 、 覚 醒 度 お よ び 感 情 価 が 領 域 １ に 含 ま れ る 場 合 に は 、 こ の と き の 映 像 お よ び 音 響
を 心 地 よ く 感 じ て い る と 視 聴 者 の 心 理 状 態 を 推 定 し 、 処 理 は ス テ ッ プ １ ０ ３ か ら ス テ ッ プ
１ １ １ に 進 む 。 そ し て 、 ス テ ッ プ １ １ １ に お い て は 、 デ ィ ス プ レ イ ３ ７ お よ び ス ピ ー カ ３
８ に 供 給 さ れ る 映 像 信 号 お よ び 音 響 信 号 を 変 更 す る こ と な く ス テ ッ プ １ ０ １ に 戻 る 。 つ ま
り 、 領 域 １ の 場 合 に は 、 視 聴 者 が こ の と き の 映 像 お よ び 音 響 に 満 足 し て い る と 判 断 し 、 そ
れ ら の 再 生 状 態 を 変 更 し な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 し か し 、 覚 醒 度 お よ び 感 情 価 が 領 域 ２ に 含 ま れ る 場 合 に は 、 こ の と き の 映 像 お よ び 音 響
を 不 快 に 感 じ て い る と 視 聴 者 の 心 理 状 態 を 推 定 し 、 処 理 は ス テ ッ プ １ ０ ３ か ら ス テ ッ プ １
１ ２ に 進 む 。 そ し て 、 ス テ ッ プ １ １ ２ に お い て 、 視 聴 者 の 不 快 感 を 取 り 除 く た め 、 例 え ば
、 デ ィ ス プ レ イ ３ ７ に 供 給 さ れ る 映 像 信 号 の 直 流 レ ベ ル や 交 流 レ ベ ル を 下 げ て デ ィ ス プ レ
イ ３ ７ に 表 示 さ れ る 映 像 の 輝 度 や コ ン ト ラ ス ト を 下 げ る 。 ま た 、 ス ピ ー カ ３ ８ に 供 給 さ れ
る 音 響 信 号 の レ ベ ル を 下 げ た り 、 周 波 数 特 性 を 変 更 す る な ど し て ス ピ ー カ ３ ８ か ら 出 力 さ
れ る 音 響 の 音 量 を 下 げ た り 、 低 域 や 高 域 を 弱 め た り 、 あ る い は リ ズ ム を 弱 め た り す る 。 そ
し て 、 そ の 後 、 処 理 は ス テ ッ プ １ ０ １ に 戻 る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 ス テ ッ プ １ １ ２ に よ り 設 定 し た 状 態 が 所 定 の 期 間 に わ た っ て 続 く と き に は 、 視 聴
者 の 覚 醒 度 お よ び 感 情 価 が 改 善 さ れ な い と き な の で 、 こ の と き に は 、 ス テ ッ プ １ １ ２ に よ
り 、 例 え ば 映 像 お よ び 音 響 の 再 生 が 停 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 さ ら に 、 覚 醒 度 お よ び 感 情 価 が 領 域 ３ に 含 ま れ る 場 合 に は 、 処 理 は ス テ ッ プ １ ０ ３ か ら
ス テ ッ プ １ １ ３ に 進 み 、 こ の ス テ ッ プ １ １ ３ に お い て 、 覚 醒 度 を 高 め て 満 足 度 を 高 め た り
、 気 分 を 高 揚 さ せ た り す る た め 、 ス テ ッ プ １ １ ２ と は 逆 に 、 例 え ば 、 デ ィ ス プ レ イ ３ ７ に
供 給 さ れ る 映 像 信 号 の 直 流 レ ベ ル や 交 流 レ ベ ル を 上 げ て デ ィ ス プ レ イ ３ ７ に 表 示 さ れ る 映
像 の 輝 度 や コ ン ト ラ ス ト を 上 げ る 。 ま た 、 ス ピ ー カ ３ ８ に 供 給 さ れ る 音 響 信 号 の レ ベ ル を
上 げ た り 、 周 波 数 特 性 を 変 更 す る な ど し て ス ピ ー カ ３ ８ か ら 出 力 さ れ る 音 響 の 音 量 を 上 げ
た り 、 低 域 や 高 域 を 強 め た り 、 あ る い は リ ズ ム を 強 調 し た り し 、 そ の 後 、 ス テ ッ プ １ ０ １
に 戻 る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 例 え ば 視 聴 者 が ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ イ ス ２ ５ を 通 じ て 就 寝 モ ー ド に 設 定 し て い る
場 合 に 、 こ の 領 域 ３ の 状 態 に な っ た と き に は 、 視 聴 者 の 安 眠 を 妨 げ な い た め 、 こ の と き の
再 生 状 態 を 維 持 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 覚 醒 度 お よ び 感 情 価 が 領 域 ４ に 含 ま れ る 場 合 に は 、 こ の と き の 映 像 お よ び 音 響 を
不 快 に 感 じ て い る と 視 聴 者 の 心 理 状 態 を 推 定 し 、 処 理 は ス テ ッ プ １ ０ ３ か ら ス テ ッ プ １ １
２ に 進 み 、 領 域 ２ の 場 合 と 同 様 、 視 聴 者 の 不 快 感 を 取 り 除 く 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 し た が っ て 、 ル ー チ ン １ ０ ０ に よ れ ば 、 視 聴 者 は 映 像 お よ び 音 響 を 常 に 心 地 よ く 視 聴 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ う し て 、 上 述 の 映 像 音 響 再 生 装 置 に よ れ ば 、 複 数 の 生 体 情 報 セ ン サ １ １ ～ １ ５ か ら 得
ら れ る 複 数 の 生 体 情 報 を 利 用 し て 、 視 聴 者 の 覚 醒 度 お よ び 感 情 価 を 算 出 し て い る の で 、 視
聴 者 の 心 理 状 態 と そ の 強 度 を 推 定 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 そ の 推 定 結 果 に よ り 心 理 状
態 に 最 適 な 状 態 で 映 像 お よ び 音 響 を 再 生 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 〔 ２ 〕 　 覚 醒 度 お よ び 感 情 価 の 算 出
　 視 聴 者 の 覚 醒 度 お よ び 感 情 価 が 、 現 在 、 図 ５ の ど こ に 位 置 し て い る か は 、 次 に 述 べ る 〔
２ － １ 〕 、 〔 ２ － ２ 〕 の 処 理 に よ り 知 る こ と が で き る 。 そ し て 、 視 聴 者 の 現 在 の 覚 醒 度 お
よ び 感 情 価 が 例 え ば 図 ５ の 点 Ｐ に あ る と き 、 そ の 覚 醒 度 お よ び 感 情 価 が 、 点 Ｐ を 含 む 曲 線
Ａ の ど ち ら に 向 か う か は 、 覚 醒 度 お よ び 感 情 価 の 変 化 の 履 歴 か ら 判 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 し た が っ て 、 視 聴 者 の 現 在 の 状 態 に も っ と も ふ さ わ し い 映 像 お よ び 音 響 を 常 に 提 供 す る
こ と が で き る 。 ま た 、 視 聴 者 の 状 態 が 良 好 な と き に は 、 こ れ を 維 持 し た り 、 視 聴 者 の 状 態
が 不 良 な と き に は 、 こ れ を 抑 制 し た り す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 〔 ２ － １ 〕 　 覚 醒 度 の 算 出
　 覚 醒 度 は 、 生 体 情 報 セ ン サ が 非 接 触 式 お よ び 接 触 式 の ど ち ら で あ っ て も 、 呼 吸 数 や 脈 拍
数 の 初 期 値 ま た は 標 準 値 に 対 す る 変 動 か ら 求 め る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 覚 醒 度 は 、
　 　 覚 醒 度 ＝ Ｒ rm－ Ｒ rr　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ・ ・  (1)
　 　 　 　 　 Ｒ rm： 単 位 時 間 あ た り の 呼 吸 数 の 測 定 値
　 　 　 　 　 Ｒ rr： 単 位 時 間 あ た り の 呼 吸 数 の 初 期 値 ま た は 標 準 値
ま た は
　 　 覚 醒 度 ＝ Ｐ rm－ Ｐ rr　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ・ ・  (2)
　 　 　 　 　 Ｐ rm： 単 位 時 間 あ た り の 脈 拍 数 の 測 定 値
　 　 　 　 　 Ｐ rr： 単 位 時 間 あ た り の 脈 拍 数 の 初 期 値 ま た は 標 準 値
か ら 算 出 す る こ と が で き る 。 な お 、 脈 拍 数 と し て 心 拍 数 を 利 用 す る 場 合 に も 、 (2)式 に よ
り 覚 醒 度 を 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 〔 ２ － ２ 〕 　 感 情 価 の 算 出
　 感 情 価 は 、 筋 電 セ ン サ １ ５ の 出 力 を 使 用 し て 、 例 え ば 次 の (3)式 に よ り 算 出 す る こ と が
で き る 。 　
　 　 感 情 価 ＝ ∫ ｜ Ｖ emg(t)｜ dt－ Ｖ emg_init　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ・ ・  (3)
　 　 　 　 　 Ｖ emg　 　  ： 筋 電 の 振 幅 の 測 定 値
　 　 　 　 　 Ｖ emg_init： 筋 電 の 振 幅 の 積 分 値 （ 初 期 値 ）
ま た は
　 　 感 情 価 ＝ ∫ ｜ Ｖ emg(t)｜ dt－ Ｖ emg_ref　 　 　 　 　 　 　 　 　  ・ ・ ・  (4)
　 　 　 　 　 Ｖ emg_ref ： 筋 電 の 振 幅 の 積 分 値 （ 標 準 値 ）
　 な お 、 正 の 感 情 価 の 決 定 は 頬 骨 筋 の 筋 電 に よ り 行 い 、 負 の 感 情 価 の 決 定 は 皺 眉 筋 あ る い
は 輪 筋 の 筋 電 に よ り 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 非 接 触 式 セ ン サ に よ り 測 定 す る 場 合 に は 、 上 述 の よ う に 筋 電 を
間 接 的 に 測 定 す る こ と に な る が 、 こ の 場 合 に は 、 顔 面 上 の 指 定 し た 点 の 変 位 あ る い は 複 数
の 点 の 間 隔 の 変 化 か ら 筋 電 を 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 す な わ ち 、 物 理 学 に お け る ２ 次 元 調 和 振 動 の 力 ｆ (ｒ )お よ び ポ テ ン シ ャ ル エ ネ ル ギ φ (
ｒ )は 、 座 標 の 原 点 を （ ｘ ， ｙ ） ＝ （ ０ ， ０ ） に と る と 、
　 　 Ｆ (ｒ )＝ － ｋ ｒ
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　 　 　 　 　 ＝ － ｋ （ ｘ ｉ ＋ ｙ ｊ ） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ・ ・  (5)
　 　 φ (ｒ )＝ Ｋ ｒ ^2
　 　 　 　 　 ＝ Ｋ （ ｘ ^2＋ ｙ ^2） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ・ ・  (6)
　 　 　 　 　 た だ し 、 ｒ 、 ｉ 、 ｊ は ベ ク ト ル 値
で 表 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 し た が っ て 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 座 標 の 原 点 を 、 時 刻 ｔ ＝ ０ に お け る 指 定 さ れ た 座 標 点
（ ｘ (0)， ｙ (0)） に と る と 、 時 刻 ｔ ＝ ｔ に お け る 調 和 振 動 の 力 ｆ (ｒ )お よ び ポ テ ン シ ャ ル
エ ネ ル ギ φ (ｒ )は 、 以 下 の よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 　 Ｆ (ｒ )＝ － ｋ ｒ
　 　 　 　 　 ＝ － （ ｋ 1・ （ ｘ (t)－ ｘ (0)） ＋ ｋ 2・ （ ｙ (t)－ ｙ (0)） ）
　 　 　 　 　 ＝ － ｋ 1・ （ ｘ (t)－ ｘ (0)） － ｋ 2・ （ ｙ (t)－ ｙ (0)） 　 　 　 　  ・ ・ ・  (7)
　 　 φ (ｒ )＝ Ｋ ｒ ^2
　 　 　 　 　 ＝ ｋ 1・ （ ｘ (t)－ ｘ (0)） ^2＋ ｋ 2・ （ ｙ (t)－ ｙ (0)） ^2） 　 　  ・ ・ ・  (8)
　 　 　 　 　 ｘ (t)、 ｙ (t)： 時 刻 ｔ に お け る 座 標
　 　 　 　 　 ｘ (0)、 ｙ (0)： ｔ ＝ ０ に お け る 座 標 （ 初 期 値 ま た は 参 照 座 標 ）
　 　 　 　 　 ｋ 1、 ｋ 2　 　 ： 定 数
　 そ こ で 、 こ の 例 に お い て は 、 筋 電 ｖ (t)を 次 の (9)式 に よ り 求 め る 。 す な わ ち 、 (7)式 お
よ び (8)式 を 使 用 し て
　 　 ｖ (t)＝ ｆ (ｒ )× φ (ｒ )
　 　 　 　  ＝ （ － ｋ 1・ （ ｘ (t)－ ｘ (0)） － ｋ 2・ （ ｙ (t)－ ｙ (0)） ）
　 　 　 　 　  × （ （ ｋ 1・ （ ｘ (t)－ ｘ (0)） ^2＋ ｋ 2・ （ ｙ (t)－ ｙ (0)） ^2） ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ・ ・ ・  (9)
と す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ こ で 、 力 ｆ (ｒ )と ポ テ ン シ ャ ル エ ネ ル ギ φ (ｒ )と の 積 を と っ て い る の は 、 筋 電 ｖ (t)
に 正 負 の 極 性 を 持 た せ る た め で あ り 、 物 理 的 な 意 味 は な い 。 す な わ ち 、 顔 の 筋 電 を 直 接 測
定 す る と 、 正 負 の 極 性 を 持 つ 信 号 が 得 ら れ る の で 、 同 様 の 信 号 を 得 る た め に 、 力 ｆ (ｒ )と
ポ テ ン シ ャ ル エ ネ ル ギ φ (ｒ )と の 積 を と る も の で あ る 。 (9)式 が 目 的 と す る も の は 、 顔 面
に 設 定 し た 測 定 点 の 位 置 （ あ る い は 間 隔 ） の 変 位 方 向 お よ び 変 位 量 （ 変 化 方 向 お よ び 変 化
量 ） で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 〔 ３ 〕 　 そ の 他
　 上 述 に お い て 、 生 体 情 報 セ ン サ は 、 視 聴 者 （ 対 象 者 ） の 表 情 、 音 声 、 体 動 、 呼 吸 、 脈 拍
数 、 発 汗 、 皮 膚 表 面 温 度 、 Ｍ Ｖ 、 心 電 、 筋 電 、 血 中 酸 素 飽 和 度 、 皮 膚 抵 抗 値 、 瞬 目 あ る い
は 眼 球 運 動 な ど を 計 測 す る も の で あ れ ば よ い 。 ま た 、 視 聴 者 の 心 理 状 態 と し て 、 そ の 視 聴
者 の 情 動 や 気 分 を 推 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 さ ら に 、 視 聴 者 の 心 理 状 態 お よ び そ の 強 度 の 推 定 結 果 に よ り 、 映 像 信 号 あ る い は 音 響 信
号 を 変 化 さ せ る と き 、 再 生 速 度 、 音 量 、 色 お よ び コ ン テ ン ツ な ど を 変 化 さ せ る こ と が で き
る 。 ま た 、 測 定 し た 生 体 情 報 お よ び そ の 生 体 情 報 に 基 づ い て 変 化 さ せ た 映 像 信 号 あ る い は
音 響 信 号 を 記 録 し て お く こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 そ し て 、 そ の 記 録 媒 体 と し て 、 ハ ー ド デ ィ ス ク 装 置 ２ ４ 、 光 デ ィ ス ク 、 光 磁 気 デ ィ ス ク
、 磁 気 テ ー プ 、 ハ ー ド デ ィ ス ク 、 半 導 体 メ モ リ あ る い は Ｉ Ｃ カ ー ド な ど を 使 用 す る こ と が
で き る 。 さ ら に 、 そ の 記 録 用 の 光 デ ィ ス ク は 、 Ｃ Ｄ 、 Ｃ Ｄ － Ｒ 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｗ 、 Ｍ Ｄ 、 Ｄ Ｖ
Ｄ ± Ｒ 、 Ｄ Ｖ Ｄ ± Ｒ Ｗ 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ 、 ブ ル ー レ イ デ ィ ス ク な ど と す る こ と が で き る 。
ま た 、 生 体 情 報 に よ り 映 像 信 号 お よ び 音 響 信 号 を 変 更 す る と し た が 、 そ の 変 更 の 許 可 ・ 禁
止 を 選 択 可 能 に す る こ と も で き る 。
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【 ０ ０ ５ ０ 】
　 　 ま た 、 上 述 に お い て は 、 算 出 し た 覚 醒 度 お よ び 感 情 価 に よ り 映 像 や 音 響 の 再 生 状 態 を
制 御 し た が 、 例 え ば 家 、 オ フ ィ ス 、 対 人 関 係 な ど の よ う な 対 象 者 の 環 境 を 評 価 し た り 、 製
品 な ど の 使 い や す さ を 評 価 し た り す る こ と も で き る 。 さ ら に 、 覚 醒 度 お よ び 感 情 価 の 算 出
結 果 を グ ラ フ や 数 値 と し て 表 示 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 〔 略 語 の 一 覧 〕
　 　 Ｃ Ｄ 　 　 　 ： Compact Disc
　 　 Ｃ Ｄ － Ｒ 　 ： CD Recordable
　 　 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｗ ： CD ReWritable
　 　 Ｃ Ｐ Ｕ 　 　 ： Central Processing Unit
　 　 Ｄ Ｖ Ｄ ± Ｒ ： DVD +Recordable, DVD Recordable
　 　 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ ： DVD Random Access Memory
　 　 Ｄ Ｖ Ｄ ± Ｒ Ｗ ： DVD +ReWritable, DVD ReWritable
　 　 Ｉ Ｃ 　 　 　 ： Integrated Circuit
　 　 Ｍ Ｄ 　 　 　 ： Mini Disc
　 　 Ｍ Ｖ 　 　 　 ： Micro Vibration
　 　 Ｒ Ａ Ｍ 　 　 ： Random Access Memory
　 　 Ｒ Ｏ Ｍ 　 　 ： Read Only Memory
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 一 形 態 を 示 す 系 統 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 に 使 用 で き る 生 体 情 報 セ ン サ の 出 力 デ ー タ の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 に 使 用 で き る 生 体 情 報 セ ン サ の 使 用 方 法 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 に よ る 制 御 フ ロ ー の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 １ １ … サ ー モ グ ラ フ ィ 、 １ ２ … ビ デ オ カ メ ラ 、 １ ３ … 呼 吸 セ ン サ 、 １ ４ … 脈 拍 セ ン サ 、
１ ５ … 筋 電 セ ン サ 、 １ ６ … 生 体 情 報 解 析 回 路 、 ２ ０ … マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 、 ２ １ … Ｃ Ｐ
Ｕ 、 ２ ２ … Ｒ Ｏ Ｍ 、 ２ ３ … Ｒ Ａ Ｍ 、 ２ ４ … ハ ー ド デ ィ ス ク 装 置 、 ２ ５ … ユ ー ザ イ ン タ ー フ
ェ イ ス 、 ２ ６ … 映 像 音 響 制 御 回 路 、 ２ ７ … 表 示 制 御 回 路 、 ２ ８ … 音 響 処 理 回 路 、 ２ ９ … シ
ス テ ム バ ス 、 ３ １ … 送 受 信 回 路 、 ３ ２ … 通 信 回 路 、 ３ ６ … Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー ヤ 、 ３ ７ … デ ィ ス
プ レ イ 、 ３ ８ … ス ピ ー カ 、 ４ ０ … イ ン タ ー ネ ッ ト 、 １ ０ ０ … ル ー チ ン
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 7月 1日 (2005.7.1)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 対 象 者 の 複 数 の 生 体 情 報 を そ れ ぞ れ 計 測 し て 複 数 体 信 号 を 出 力 す る 複 数 の 生 体 情 報
セ ン サ と 、
　 上 記 複 数 体 信 号 の 測 定 値 と 、 そ の 初 期 値 あ る い は 標 準 値 と か ら 上 記 対 象 者 の 心 理 状
態 お よ び そ の 強 度 を 推 定 す る 回 路 と
　 を 有 す る 生 体 情 報 の 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 処 理 装 置 に お い て 、
　 上 記 複 数 体 信 号 の 少 な く と も １ つ が 、 上 記 対 象 者 の 呼 吸 、 脈 拍 あ る い は 筋 電 の 信 号
で あ る
　 よ う に し た 生 体 情 報 の 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 処 理 装 置 に お い て 、
　 上 記 対 象 者 の 心 理 状 態 が 、 そ の 対 象 者 の 情 動 、 気 分 、 覚 醒 度 お よ び 感 情 価 の 少 な く と も
１ つ で あ る
　 よ う に し た 生 体 情 報 の 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
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　 請 求 項 ３ に 記 載 の 処 理 装 置 に お い て 、
　 上 記 複 数 の 生 体 情 報 セ ン サ の 少 な く と も １ つ が 上 記 対 象 者 に 装 着 さ れ る タ イ プ の セ ン サ
で あ る
　 よ う に し た 生 体 情 報 の 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 映 像 音 響 再 生 装 置 に お い て 、
　 上 記 複 数 の 生 体 情 報 セ ン サ の 少 な く と も １ つ が 上 記 対 象 者 の 身 体 と 非 接 触 で 計 測 を 行 う
タ イ プ の セ ン サ で あ る
　 よ う に し た 生 体 情 報 の 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 映 像 信 号 お よ び 音 響 信 号 の 少 な く と も 一 方 を 再 生 す る 再 生 手 段 と 、
　 視 聴 者 の 複 数 の 生 体 情 報 を そ れ ぞ れ 計 測 し て 複 数 体 信 号 を 出 力 す る 複 数 の 生 体 情 報
セ ン サ と 、
　 上 記 複 数 体 信 号 の 測 定 値 と 、 そ の 初 期 値 あ る い は 標 準 値 と か ら 上 記 視 聴 者 の 心 理 状
態 お よ び そ の 強 度 を 推 定 す る 回 路 と 、
　 上 記 再 生 手 段 に よ り 再 生 さ れ る 映 像 信 号 お よ び 音 響 信 号 の 少 な く と も 一 方 を 、 上 記 推 定
す る 回 路 の 推 定 結 果 に よ り 変 化 さ せ る 手 段 と
　 を 有 す る 映 像 音 響 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 映 像 音 響 再 生 装 置 に お い て 、
　 上 記 複 数 の 生 体 情 報 セ ン サ の 少 な く と も １ つ が 上 記 視 聴 者 に 装 着 さ れ る タ イ プ の セ ン サ
で あ る
　 よ う に し た 映 像 音 響 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 映 像 音 響 再 生 装 置 に お い て 、
　 上 記 複 数 の 生 体 情 報 セ ン サ の 少 な く と も １ つ が 上 記 視 聴 者 の 身 体 と 非 接 触 で 計 測 を 行 う
タ イ プ の セ ン サ で あ る
　 よ う に し た 映 像 音 響 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 映 像 音 響 再 生 装 置 に お い て 、
　 上 記 複 数 の 生 体 情 報 セ ン サ の １ つ は 、 上 記 視 聴 者 の 表 情 、 音 声 、 体 動 、 呼 吸 、 心 拍 数 、
発 汗 、 皮 膚 表 面 温 度 、 Ｍ Ｖ 、 心 電 、 筋 電 、 血 中 酸 素 飽 和 度 、 皮 膚 抵 抗 値 、 瞬 目 お よ び 眼 球
運 動 の 少 な く と も １ つ を 計 測 す る セ ン サ で あ る
　 よ う に し た 映 像 音 響 再 生 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 映 像 音 響 再 生 装 置 に お い て 、
　 上 記 視 聴 者 の 心 理 状 態 と し て 、 そ の 視 聴 者 の 情 動 、 気 分 、 覚 醒 度 お よ び 感 情 価 の 少 な く
と も １ つ を 推 定 す る
　 よ う に し た 映 像 音 響 再 生 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 映 像 音 響 再 生 装 置 に お い て 、
　 上 記 覚 醒 度 を 、 上 記 視 聴 者 の 心 拍 数 、 呼 吸 数 お よ び 脈 拍 数 の 少 な く と も １ つ の 変 動 か ら
判 断 す る
　 よ う に し た 映 像 音 響 再 生 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 映 像 音 響 再 生 装 置 に お い て 、
　 上 記 感 情 価 を 、 上 記 視 聴 者 の 表 情 お よ び 筋 電 の 少 な く と も １ つ の 変 化 か ら 判 断 す る
　 よ う に し た 映 像 音 響 再 生 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 映 像 音 響 再 生 装 置 に お い て 、
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　 上 記 映 像 信 号 あ る い は 上 記 音 響 信 号 の 少 な く と も 一 方 を 変 化 さ せ る 手 段 が 、 そ の 信 号 の
再 生 速 度 、 音 量 、 色 お よ び コ ン テ ン ツ の 少 な く と も １ つ を 変 化 さ せ る
　 よ う に し た 映 像 音 響 再 生 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 映 像 音 響 再 生 装 置 に お い て 、
　 上 記 生 体 情 報 、 こ の 生 体 情 報 に 基 づ い て 変 化 さ せ た 音 響 信 号 お よ び 上 記 映 像 信 号 の 少 な
く と も １ つ を 記 録 す る た め の 記 録 手 段 を 有 す る 。
　 よ う に し た 映 像 音 響 再 生 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 映 像 音 響 再 生 装 置 に お い て 、
　 上 記 記 録 手 段 が 、 光 デ ィ ス ク 、 光 磁 気 デ ィ ス ク 、 磁 気 テ ー プ 、 ハ ー ド デ ィ ス ク 、 半 導 体
メ モ リ お よ び Ｉ Ｃ カ ー ド の い ず れ か で あ る
　 よ う に し た 映 像 音 響 再 生 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 映 像 音 響 再 生 装 置 に お い て 、
　 上 記 光 デ ィ ス ク が 、 Ｃ Ｄ 、 Ｃ Ｄ － Ｒ 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｗ 、 Ｍ Ｄ 、 Ｄ Ｖ Ｄ ± Ｒ 、 Ｄ Ｖ Ｄ ± Ｒ Ｗ 、
Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ お よ び ブ ル ー レ イ デ ィ ス ク の い ず れ か で あ る
　 よ う に し た 映 像 音 響 再 生 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 ６ な い し 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 映 像 音 響 再 生 装 置 に お い て 、
　 上 記 生 体 情 報 に よ り 映 像 信 号 お よ び 上 記 音 響 信 号 の 少 な く と も 一 方 に 変 化 を 与 え る 機 能
の 禁 止 ・ 許 可 を ユ ー ザ が 選 択 で き る
　 よ う に し た 映 像 音 響 再 生 装 置 。
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